
  
 

                                  

     

熊
谷
平
和
講
座
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
の
深
層
」
を
聴
い
た
。
雨
の

休
日
、
熊
谷
ま
で
の
遠
出
の
足
が

鈍
ら
な
か
っ
た
の
は
、
講
師
加
藤

さ
ん
の
見
解
が
聞
き
た
か
っ
た
の

だ
、
何
よ
り
「
深
層
」
と
い
う
言
葉

に
惹
か
れ
た
。
2
月
の
突
然
（
？
）

の
侵
攻
か
ら
二
か
月
、
そ
の
間
の

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
も
、
「
知
識
人
」

と
称
す
る
人
の
語
る
見
解
も
、
あ

ま
り
に
も
皮
相
的
、
ま
さ
に
「
深

層
」
が
聴
き
た
か
っ
た
の
だ
。 

何
故
？ 

な
ぜ
今
？ 

新
聞
を

読
ん
で
も
テ
レ
ビ
を
見
て
も
、
そ

の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
も
の
は

な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
ロ
シ

ア
＝
侵
略
者
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
＝
理

由
な
く
攻
撃
を
受
け
て
い
る
被
害

者
と
い
う
構
図
が
出
来
あ
が
り
、

大
国
は
み
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
味
方
、

さ
あ
、
み
ん
な
で
ロ
シ
ア
に
制
裁

を
加
え
ま
し
ょ
う
と
い
う
論
調
が

出
来
あ
が
っ
て
い
く
の
に
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
違
和
感
が
あ
っ
た
。 

ロ
シ
ア
が
侵
攻
の
理
由
づ
け
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
は
ロ
シ
ア
人

や
親
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

迫
害
を
受
け
、
大
量
虐
殺
も
行
わ

れ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
を
聞
く

と
、
時
代
が
逆
行
し
た
の
か
と
い

う
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
少
し

ば
か
り
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
わ
る

仕
事
を
し
て
き
た
私
に
は
、
あ
の

こ
ろ
の
ナ
チ
ス
の
主
張
と
同
じ
に

見
え
た
。
そ
し
て
、
緩
や
か
な
丘

陵
の
道
を
戦
車
の
列
が
進
む
の
を

見
る
と
、『
プ
ラ
ハ
の
春
』
と
呼
ば

れ
る
、
あ
の
チ
ェ
コ
の
民
主
化
を

力
で
阻
ん
だ
ソ
連
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ

条
約
機
構
軍
を
思
い
出
し
、
さ
ら

に
、
冷
戦
下
、
ソ
連
の
衛
星
国
だ

っ
た
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ

コ
の
あ
の
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

暗
さ
や
貧
し
さ
も
思
い
出
し
、
何

だ
か
訳
の
分
か
ら
な
い
哀
し
み
が

胸
を
つ
き
、
テ
レ
ビ
か
ら
目
を
そ

ら
し
た
く
な
っ
た
。 

 

そ
ん
な
中
で
『U

k
u
r
a
i
n
a
 
o
n
 

F
i
r
e

』
と
い
う
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・

ス
ト
ー
ン
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
、
オ
レ

ン
ジ
革
命
、
マ
イ
ダ
ン
革
命
、
民

衆
と
治
安
部
隊
の
衝
突
、
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
の
資
料
で
見
慣
れ
た
死
体

の
転
が
る
光
景
・
・
・
そ
し
て
ネ
オ

ナ
チ
の
話
題
。
2
回
繰
り
返
し
見

て
、
疲
れ
果
て
、
頭
の
中
が
「
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ふ
れ

か
え
っ
た
。 

私
が
理
解
を
放
棄
し
て
い
る
間

に
も
、
戦
闘
状
態
は
続
き
、
多
く

の
犠
牲
者
が
出
て
い
た
。「
男
性
は

銃
を
持
と
う
」
と
い
う
大
統
領
の

言
葉
に
は
背
筋
が
凍
っ
た
。
崩
壊

す
る
建
物
、
道
端
に
転
が
る
死
体
、

国
境
を
め
ざ
し
て
歩
く
人
々
の
姿
。

国
連
は
何
も
で
き
な
い
の
か
と
腹

が
立
っ
た
。 

そ
ん
な
時
だ
っ
た
か
ら
、
加
藤

さ
ん
の
話
は
興
味
深
く
聞
け
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
を
見
な
が
ら
、

東
欧
の
地
政
学
、
そ
し
て
宗
教
ま

で
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
そ
ん

な
彼
で
も
「
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
。
先

が
見
え
な
い
状
況
。
今
か
ら
で
は

遅
い
と
笑
わ
れ
そ
う
だ
が
、
改
め

て
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
で
は
な
い
、
ソ

連
当
時
か
ら
）
の
歴
史
を
学
び
た

い
な
と
思
っ
た
。 

二
日
前
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
友
人

か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
は
す
で
に

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
人
口
を
越
え
た
。

ク
ラ
ク
フ
で
ど
こ
ま
で
対
応
が
で

き
る
の
か
、
と
書
か
れ
て
い
た
。

彼
女
は
自
国
の
大
統
領
ド
ゥ
オ
モ

を
、「
ど
う
も
」
と
呼
ぶ
、「
ど
う
も

困
っ
た
人
な
の
だ
」
と
。 

そ
の
彼
女
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

民
に
と
っ
て
は
、
他
人
事
じ
ゃ
な

い
状
況
な
の
よ
。
で
も
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
武
器
を
供
与
し
た
ら
、
良

い
こ
と
を
し
た
み
た
い
に
報
じ
ら

れ
て
、
ま
あ
、
た
く
さ
ん
の
難
民

も
抱
え
込
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
れ

も
評
価
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
、

大
統
領
は
ご
機
嫌
よ
。
で
も
、
そ

の
武
器
は
、
ア
メ
リ
か
ら
買
わ
さ

れ
て
持
っ
て
い
た
古
い
も
の
、
そ

れ
を
供
与
し
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
は

ま
た
新
し
い
の
を
売
り
つ
け
て
来

る
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
、
戦

争
が
あ
れ
ば
も
う
か
る
国
。
日
本

に
も
、
こ
ん
な
事
態
に
備
え
て
、

も
っ
と
武
器
を
買
え
っ
て
言
っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
」
と
彼
女
の
口

調
は
強
い
。 

(

テ
レ
ジ
ン
を
語
り
つ
ぐ
会
代
表) 

      

２
０
２
２
年
２
月
24
日
、
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
命
令
に

よ
り
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
ま
し
た
。
平
和
の
祭
典
で

あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
会
し
て

す
ぐ
の
出
来
事
で
、
し
か
も
、
国

際
連
合
常
任
理
事
国
の
ロ
シ
ア
が

戦
争
を
始
め
た
こ
と
に
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
い
ま
日
本
は
戦
後
で
、

４月 29 日の熊谷平和講座「ウクライナ戦争の

深層」(講師：加藤一夫)に参加した野村さんと

小池さんに感想を寄せていただきました。 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
深

層
」を
聴
い
て 

野
村 
路
子 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
深

層
」の
感
想 

小
池
美
花 
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平
和
な
国
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

他
の
国
で
戦
争
が
起
き
て
い
る
と

い
う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
も
か
つ
て
は
、
中
国
・
米
英
と

戦
争
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
出

来
事
は
平
和
な
世
の
中
に
し
て
い

く
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

今
回
の
お
話
を
聞
い
て
感
じ
た

こ
と
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
戦
争

が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い

う
背
景
、
つ
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
ロ
シ
ア
の
歴
史
、
国
際
情
勢
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
歴
史
的
背
景
を
知
ら

ず
に
、
た
だ
プ
ー
チ
ン
が
悪
い
と

か
、
な
ん
で
他
の
国
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
に
加
わ
っ
て
戦
わ
な
い
の
か

な
ど
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

何
事
に
も
原
因
は
あ
る
か
ら
、
そ

の
背
景
を
探
る
こ
と
で
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
背

景
を
学
び
、
こ
の
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
平
和
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。（
埼
玉
大
学
教
職
大
学
院
生
） 

 

                        

～ カンパのお願い ～ 
 

熊谷空襲を忘れない市民の会では、広く活動費用を

募るため口座を開設しました。ご協力のほどよろしく

お願いします。 

なお、会計報告はこの紙面により行います。 

 

ゆうちょ銀行 

口座記号・記号：00100-7-265321 
加入者名：熊谷空襲を忘れない市民の会 

口座名称カナ：クマガヤクウシュウヲワスレナイ
シミンノカイ 

他行からの振り込みの場合は 

店名（店番）：０一九店（019） 
預金種目  ：当座 
口座番号  ：0265321 

会計報告（2022/3/9～6/11） 

収 入： 15,200 円 
  支 出：  9,345 円 
  残 高：134,306 円 

編集委員 吉田庄一、小川美穂子、米田主美 
連絡先  吉田庄一（090-4957-9181） 
メール  imajn241@gmail.com  
HP     http://www.peace-kumagaya.org/ 
 

ウクライナ戦争の即時停止を求める声明 

Stop the War 殺すな！殺されるな！ 

 ２０２２年２月２４日にロシア軍がウクライナに軍事侵攻してから２か月半が過ぎ、

悲惨な状況がますます拡大し、多くの人々が犠牲になっています。戦闘は東部・南

東部ではますます激しくなっています。１９４５年の戦争末期に空襲を体験した町の

市民として、私たちは、増大する両国の兵士や市民の死に日々心を痛めておりま

す。まず戦闘を停止し、この状況を打開しなければなりません。 

 このウクライナ戦争は、２０１４年から東南部で続いていた内戦の延長で起こって

いて、歴史過程から見ると、今年の２月に突然始まったものではなく、また必ずしも

ウクライナ善、ロシア悪という善悪二元論では捉えられない側面もあります。しか

し、２月のロシア軍の軍事侵攻は、独立した主権国家に武力で侵攻し、現状の変更

を目指す侵略行為であって明白に国際法や国連憲章に違反する行動です。しかも

ロシアのプーチン大統領は核兵器の使用を示唆して威嚇したり、ロシア軍が多数の

民間人を殺害したり、病院や学校など非軍事施設を破壊し、チェルノヴィリの原発

施設などにも攻撃を加えています。私たちはこれらを許すことはできません。直ちに

停戦し、軍隊を撤退させ、外交的解決を目指すよう要請します。 

 ただ、この戦争はロシアのプーチン独裁政権の野望からだけでなく冷戦後の欧米

の対ロ政策、とりわけ NATO の東方進出にも大きな原因があります。ウクライナは

こうした国際的な対立関係の犠牲になっているといえます。欧米諸国もウクライナ軍

への軍事援助だけでなく具体的な停戦交渉に乗り出すべきです。このままだと犠牲

者が増えていくだけです。 

 このウクライナ戦争に乗じて日本の一部政治家が、憲法９条の改定や廃絶、軍事

費増大、軍備強化、敵基地攻撃、核武装や核共有などを強調しています。私たちは

これに反対します。岸田政権は、アメリカに追随した対ロ経済制裁だけでなく、制裁

に距離をとっているアジア諸国と一緒に具体的な和平交渉をロシアに働きかけるべ

きです。先人たちが長い年月をかけて築いてきた対ロ関係を無にすべきではありま

せん。経済制裁の影響は、プーチン政権よりも普通の人々に今後深刻な影響を与

えます。それはロシアだけでなく日本の国民にとってもプラスにはなりません。 

 また対ロ関係悪化から予想されるエネルギー危機に際して原発再稼働の声もあり

ますが、私たちはこれにも反対です。３．１１福島原発事故の教訓を忘れるべきでは

ないと考えます。           

 さらに、戦火を逃れたウクライナ人の救済は大切ですが、場当たり的な避難民対

策でなく、現在も、中東、アジア、アフリカなどで発生している難民の救済にも目を向

ける抜本的な難民政策を確立するよう要請します。「難民条約」は人種、宗教、出身

国による差別を禁止しております。「難民鎖国」として国際社会から批判されている

日本の入管体制を抜本的に見直し、国際基準で難民認定を広げることを要請しま

す。 

 最後に、ロシアのプーチン独裁政権が続けているこの戦争に反対し、ウクライナの

戦場で抵抗を続けている勇敢な人々、厳しい弾圧下にあるロシア国内の「地下」や

国外で反戦運動を行っている人々、世界中で戦争に反対して行動しているすべて

の人々に連帯を表明します。 

 

一刻も早く戦争をやめ外交で解決しましょう！ 

熊谷空襲を忘れない市民の会（有志） 

２０２２年４月２９日 

♦「わが青春つきるとも～伊藤千代子の生涯～」♦2022 年 8 月 11 日（祝・木） 
♦熊谷市立文化センター文化会館 ♦①14 時～ 18 時～ ♦1,300 円（前売）1,500 円（当日） 

（熊谷空襲を忘れない市民の会夏の催し） 

若い人たちへのメッセージ 

「77 年前に熊谷で何が起こったのか」 

～空襲体験者を囲んで～ 

●日にち：2022 年 8 月 27 日（土） 

●時 間：14:00～16:30（開場 13:30） 

●会 場：熊谷市緑化センター研修室 

         熊谷市宮町 2-37-1（中央公園内） 

●参加費：300 円（障がい者・高校生以下無料） 

●駐車場：市役所駐車場 

●予 約：コロナ禍のため会場の人数制限が

あります。参加ご希望者は予約をお願いしま

す。 

●連絡先：東（ひがし）英明 

 電 話：070-5551-7734 

 メール：higashi@ja2.so-net.ne.jp 
●1 階ホールではパネル展示を行います  

映画上映会のお知らせ 

mailto:imajn241@gmail.com
http://www.peace-kumagaya.org/
mailto:higashi@ja2.so-net.ne.jp

